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 論文題名：Alexithymia Is Associated with Greater Risk of Chronic Pain and Negative Affect 

and with Lower Life Satisfaction in a General Population: The Hisayama Study  

（和文 一般住民においてアレキシサイミアは慢性疼痛のリスクと否定的感情の

増大および生活満足度の低下に関連する：久山町研究） 
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論 文 内 容 の 要 旨 

 

  

【背景】慢性疼痛は一般住民において約 40％の頻度で見られ、世界的に重要な健康問題である。ア

レキシサイミア（感情への気づきと自己調整に困難をもつパーソナリティ特性）はいくつかの慢性

疾患や健康状態のリスク増加に関連するという報告があり、慢性疼痛の発展や維持においてもアレ

キシサイミアの役割について研究されてきた。しかしながら、未だ一般住民においてアレキシサイ

ミアと慢性疼痛の関連について検討した研究はない。 

【方法】日本の久山町において 927 人の成人を対象にアレキシサイミア、痛み、生活障害、不安、

抑うつ、生活満足度の質問紙を施行した。アレキシサイミア質問紙の点数で対象者を 4 群（正常低

値、正常中値、正常高値、アレキシサイミア）に分けた。評価尺度に対するリスクはロジスティッ

ク回帰分析を用いて計算した。 

【結果】背景因子を調整後、慢性疼痛を有するオッズ比は、正常低値群に比べ、正常高値群(オッズ

比: 1.49, 95% 信頼区間: 1.07–2.09)、アレキシサイミア群(オッズ比: 2.56, 95%信頼区間: 

1.47–4.45)で有意に高かった。約 40％の対象者がこれらの二つのハイリスク群に入っている。慢性

疼痛を有する 439 人でのサブ解析では、アレキシサイミアのカテゴリーが上昇するごとに、痛みの

強さ、生活障害、抑うつ、不安のレベルは上昇し、生活満足度の程度は低下した。 

【結論】本研究の結果より一般住民においてアレキシサイミアレベルの高さは慢性疼痛のリスク上

昇に関連していることが示された。アレキシサイミアと否定的感情を早期から同定し治療すること

は、慢性疼痛の予防と臨床的かつ経済的負担の軽減に有益な可能性がある。この関連がアレキシサ

イミアによる慢性疼痛の頻度や重症度への影響によるものかどうかを決定するためのさらなる研究

が必要である。 
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